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1．インフォデミックの情況

　高度情報社会において，おもにインターネッ

トを介して急激に大量の情報が氾濫し，実社会

に絶大なる影響を及ぼすことをインフォデミッ

ク―information と epidemic による造語―と

呼ぶ．一説によれば，2003 年，SARS（重症急

性呼吸器症候群）が流行した頃から使われるよ

うになったという［1］．「災害情報学辞典」（2016）［2］，

「現代ジャーナリズム事典」（2014）［3］，「メディ

ア用語基本事典」（2011）［4］には，インフォデミ
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ックの項目は見当たらなかったことから見ても，

近年，新たに注目され流布してきた言葉である

と言える［5］．

　2020 年に入って世界的な感染拡大を引き起こ

した新型コロナウイルス感染症をめぐっては，

WHO（世界保健機構）が，当のウイルスの流行

がパンデミックの状態にあることを認定する［6］ま

えに，インフォデミックの警戒を呼び掛ける［7］［8］

ほど，多種多様な情報が入り乱れ，“情報爆発”

の様相を呈していた．その「情報拡散力」は，

2003 年の SARS 流行時と比べて 68 倍にもな
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る［9］［10］との指摘もある．

　メディカルジャーナリズム勉強会によれば，

2020 年元日から 4 月末までの 4 ヵ月間で，日本

国内において生み出された新型コロナウイルス

関連の記事や動画などのネットコンテンツは，

確認できるだけでも約 43 万件ある［11］という．

　著者自身も，日本最大の新聞社の記事検索デ

ータベース（ヨミダス歴史館）を使って分析を

おこなった結果，2020 年の 1 月上旬から毎週の

ように記事本数が増え，コロナ禍の記事が出現

し始めて 15 週で，1 週間あたりの記事の量は

約 500 倍に増加したことを見出している（近藤, 

2020a）［12］．そのなかには，インフォデミックと

いう言葉を見出しに掲げた論説も数多く含まれ

ており，この言葉自体が事象の流行を駆動する

動力源にもなっていたことがうかがえる．

　ところで，社会が混乱した局面に至ると，社

会が従来から抱えていた課題や矛盾が拡大した

かたちで噴出する場合が多い．これまで潜在化

していた“些事”が加速度的に増幅・強調され，

“大事”として顕在化・焦点化するからである．

そのことと相即的に，些事が些事では済まされ

ないという鋭敏な感覚を社会自身が持つに至る．

本稿では，その大事のトレンドを捕捉し，次代

の情報環境の生成に寄与することを企図してい

る．

　なお，当該事象（COVID－19）は，まだ進行

中であるため，広大無辺な情報環境のなかにお

いて筆者の目にとまるトピックはごく限られた

ものしかないだろう．入手したデータに関して

も，規模の大きい報道機関によるオープンソー

スを出来る限り利用して反証可能性を閉じない

ように留意したが，確度に限界があることは否

めない．

　しかしそれでも，本稿で敢えていまのうちに

インフォデミックの諸相を概観しようと試みる

のは，“渦中にある”という限界や制約も含め

て，いまのうちに内在的な記録を残しておくこ

とに価値があると考えるからである．

2．前提となる視座：リスク社会

　さて，本論に入るまえに，ここでひとつ，議

論の前提となる視座を共有しておかなければな

らない．ウルリッヒ・ベックが世に広めた「リ

スク社会」［13］［14］という概念である．

　ベックによれば，科学・技術の進展にともな

って工業化・産業化が推し進められた結果，わ

れわれの社会はあらたな危険の到来を招くこと

になった．その危険を統御するために，さらに

あらたなテクノロジーを開発し導入する―す

なわち，「危険をリスク化」［15］する―ことによ

って，またあらたな危険を生み出す結果となっ

ている．この再帰性の渦のなかに，われわれは

好むと好まざるとにかかわらず，すでに常に，

投げ込まれていると考えられる．

　ところで，この閉塞した状況は，高度情報社

会の鏡像そのものであるとみなすことができる

だろう．市野澤（2014）の言うとおり「リスク

は物理的な実在として存在するものではなく，

あくまでも（危険／事物の）リスク化という認

識的な運動としてのみ我々にとって意味を持

つ」［15］．したがって，本稿で考察するインフォ

デミックに関しても，当のインフォデミックに

対してなされるあらゆる言説行為は，原理的に

いえば当該事象に何らかの作用を及ぼしている

ことになる．ここでさらに踏み込んでいえば，

“われ関せず”という態度表明さえも―すなわ

ち，何らかの情報を発出する行為をおこなわな

くても―，それがひとつの情報となってイン

フォデミックという現状を維持することに加担

してしまう．リスクの相貌は，偏在しながらも

遍在していて，個人化していながらも社会化し

ていることに，われわれは無自覚であってはな

らない．



－ 87 －

COVID-19 インフォデミックの諸相 （近藤）

3．三つの功罪

　以上の観点をふまえて，COVID－19 をめぐる

インフォデミックの潮流のさなかにあって，本

稿では大きく三つの特徴的なアポリアを剔出し

ておきたい．

　先に共通点だけ簡潔に述べておくと，どのア

ポリアも，コロナ禍が生じるまえからもともと

存在した問題群ばかりであるということがあげ

られる．“アフターコロナ”，“ポストコロナ”，

“ニューノーマル”あるいは“ニューノーム”を

急ぎ足で論じるまえに“プレコロナ”こそ見直

したほうがよいとする言説があるとおり［16］，高

度情報社会に関する問題群で新たにセットされ

たイシューは―スケールやバリエーション，組

み合わせの新規性・複雑性を除外すれば―，本

質的には，ほとんど何もないと言ってよいだろ

う．

　そして，もうひとつの共通点として指摘して

おかなければならないことは，インフォデミッ

クの諸相は，功と罪，光と影，プラスとマイナ

スの両方の特性を同時に併せもっていること，

それらはいずれも循環的であり，予想以上に振

れ幅が大きいことである．また，実社会という

情報環境のなかでは，すべてのノイズ―misin-

formation であれ，disinformation であれ― を

消去して，情報取得における“ゼロリスク”を

達成することなどおよそ不可能であることは認

識しておかなければならない．この点は，本稿の

考察部であらためて検討することになるだろう．

3.1　真偽の未定性・不定性

　インフォデミックを象徴する事象として，デ

マやうわさが大量に流布することがあげられる．

インフォデミックの光と影のうち，この「デマ」

に関する闇は巨大である．

　「デマ」とは，言葉の定義としては，悪意があ

ることが前提となった情報操作や情報介入のこ

とである．たとえば，今回のコロナ禍に即して

言えば，「1982 年に出版された本のなかで中国

の武漢を発端として新型肺炎が流行することが

すでに予言されて」［17］いて，まさにそのとおり

のことが起きているといった類いの情報が該当

する．また，新型コロナウイルスに感染して亡

くなったコメディアンの親友を騙る twitter ア

カウントや，おなじくコロナで亡くなった女優

の息子を騙る twitter アカウントが多数発生し

て，素知らぬ顔をして情報をばらまいていたこ

となどもあてはまるだろう．

　次節で指摘する内容にも関連しているが，「感

染者の 3 割が在留外国人」，「フロリダで中国人

がマスクを買い占めて強制捜査がおこなわれて

いる」［18］などの情報のように，差別的な感情の

もとでだれかを貶めることを意図した偽情報，

いわゆるヘイトスピーチの類もデマにあたる．

　海外では，デマによって多くの実害が発生し

た事例も報告されている．イランでは，アルコ

ールを飲めばコロナウイルスを撃退できるとの

ネット情報を信じて，密造酒を飲んだ人たちが

27 人死亡したと報じられた［19］．また，イギリス

では，「新型コロナが感染拡大しているのは 5G

―第五世代移動通信システム―が原因」だと

する陰謀論がネット上で広まり，複数の電波塔

が放火される事件などが起きている［20］．

　こうした事案を列挙すると，誤った情報には，

もともとねじ曲がった動機や認識が背後にある

のだから，それをサーチして糺せばよいと考え

がちである．しかし，これも一例だけ示すと，4

月の上旬には，愛知県警が広報課の公式 twitter

で「深く息を吸って 10 秒我慢し，咳や息切れが

しなければ新型コロナウイルス感染の可能性は

低い」などの誤った情報を投稿し，その後，謝

罪する事件が起きた［21］．このようなケースでは，

およそ悪意と断ずるような動機には欠け，どち
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らかといえば善意に基づく情報提供であったこ

とが推察される．この情報を見て即座にリツイ

ートした人たちは，「これは役に立つ情報に違い

ない」という親切心から行動していたという［22］．

善意が裏目に出たバージョンであるとみなすこ

とができる．

　さらに，フェイスマスクをめぐる言説は，混

迷をきわめていた．微細なウイルスはマスクを

通過してしまうので効力がないという有力な情

報［23］がある一方で，ある程度はリスクを低減す

ることができるという情報［24］がカウンターとな

り，マスクをしていない人を排除する動きが強

まった．しかし，それでも医療用マスクは数が

限られているので，医療従事者に優先配布すべ

きであって一般には推奨すべきでないとするメ

ッセージ［25］が強調されるなど，様々な言質があ

ふれた．重要な発信元となっている WHO や

CDC の情報にもゆらぎがあり，巷間では意見や

態度を異にする人を指さして「デマを拡散して

いる」と呼び合う結果ともなった．

　こうして，事の真偽が判定できない状況下で，

それでも適応的な行動をしなければならないた

め，ラウドスピーカーに翻弄される事態が各国

で生じていたものと見受けられる．アメリカ・

ニューヨーク州クオモ知事の声明には，その困

難性が端的に次のようなフレーズによって表出

されていた［26］．I’m frightened by this virus, … 

because the facts keep changing.

　ただしクオモ知事の言葉には，まだ，「いずれ

は真偽に決着がつくはずだ」という期待が残さ

れているようにもみえる．しかし実際には，こ

の「確信／核心」自体がゆらいでいることを看

過してはならないであろう．たとえば，コロナ

の由来・来歴に関する情報は，科学性よりも政

治性を強く帯びはじめているため，もはや最終

的に真偽は不確定のまま終わる可能性もある．

仮に当局から「確定した」という情報が発出さ

れたとしても，そのファクトの信頼性を担保す

る基盤を社会が失っている以上，“確定報”と言

う情報は宙に浮いたままとなるだろう．「あれは

デマだ」と断ずる情報こそがデマや都市伝説の

端緒になり得る．この極相が，リスクに関わる

情報の再帰性の問題であると考えられる．

3.2　分断と連帯

　インフォデミックを象徴する事象の二つ目は，

先に闇の側面を強調して見ておくとするならば，

情報が人々の分断を苛烈にすることである．

　本来であれば，新型コロナウイルス感染症と

いう世界共通の課題と対峙していることが社会

で認識されればされるほど，ベックのいう「リ

スクを前にした連帯」が実現しそうである．し

かし，実際にはまず，逆向きのドライブ，加速

度的なスピードで深みに嵌る悪循環が生じてい

たと考えられる．

　たとえば，日本社会においては，集団感染の

クラスターが発生した特定の大学を執拗に攻撃

する事案［27］が起きたり，「# コロナ疎開」とい

う tweet が急増して県外に出る人々を理由の如

何を問わず排除する事案［28］が起きたりした．さ

らに，特定の国の人が感染を持ち込んでいると

差別［29］したり，特定の職業の人が感染を広げて

いると差別したりする事案［30］も後を絶たなかっ

た．「自粛警察」［31］という独善が，社会で多発し

ているとの報道もあった．

　日本赤十字社［32］が早くから示していたとお

り，新型コロナウイルスに感染すること以上に，

不安や憎悪などの「こころのウイルス」に感染

することが人々に災いを及ぼすようになってい

たと考えられる．そして，こうした負のスパイ

ラルを打ち消すためになされた善意の情報提供

が，かえってスティグマを印象付けてしまう社

会的逆機能が生じていた傾向がうかがえる．

　しかしそれでも，闇の中に光が見えていなか
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ったわけではない．国際的な機関なども早くか

ら「solidarity」をスローガン［33］にして多様な

取り組みを進めていたし，ローカルな現場では，

具体的な既存のつながりを活用して，「連帯」を

具現化させていた．自治体レベルでいえば，姉

妹都市・友好都市を基軸にした物資の贈与など

がこれに該当する［34］．そして，こうした取り組

みに関する情報は，人々のつながりを再認識さ

せ，次なるアクションに向けた励みとなるよう

に作用していたと考えられる．遠く離れた連携

先の苦難を告げる数々の情報があったからこそ，

具体的な支援にまで結実したといえる．この点

は，グローバルに展開するインフォデミックの

闇の中でも，一条の光を射す希望となっていた

と考えられる．

　しかしもういちど踏みとどまって検討してお

くと，「連帯」のゾーニングを既存のつながりで

固めてしまうことは，結局は，その境界の向こ

う側を「排除」することを意味する．手を取り

結ぶべき「われわれ（we）」と言ったときの「わ

れわれとは，一体誰のことなのか？（Who are 

WE Problem）」．これまでに，すでに深く議論

されてきていたインクルーシブ社会の困難性と

いう課題が，今回のコロナ禍によって前景化し

たに過ぎないことを，われわれはあらためて認

識しておかなければならないだろう．

3.3　可視化と不可視化

　インフォデミックを象徴する事象の三つ目は，

多くの情報が「ある」こと自体の効能，もしく

は帰結，すなわち，「事態の可視化（見える化）」

である．ごくシンプルにいえば，情報が存在す

ることによって，微細で目に見えないウイルス

の存在が「見える」ようになった．

　さらにこれを，最近の情報テクノロジーの進

展とあわせて俯瞰してみれば，たとえば，感染

流行の拡大が，即座に地図化されグラフ化され，

手にとるようにしてトレンドがわかるようにな

っている［35］［36］．「クラスター」や「ロックダウ

ン」，「オーバーシュート」などの言葉群が氾濫

するなかであっても，リスクのイメージが可視

化されていることによって，ある程度は社会が

共通の視座を確保することができていたように

みえる．新型コロナウイルスの存在自体を否定

する言説は確かにあったようであるが［37］，その

量は全体からすれば僅少であった．

　人から人に感染することを防ぐために，日本

社会では「stayhome」や「三密の回避」［38］とい

うアクションが唱導された．この対策の効果を

推し量るために，町中の混雑具合を可視化する

サービス［39］もすぐに拡充された．そしてすでに，

感染者と濃厚接触したかどうかを個々人の携帯

端末に通知するサービス［40］なども実現可能とな

っている．

　確かに，これらの情報提供は，プライバシー

の侵害という新たな危険を内包しているが，リ

スク社会を統御するためのひとつの常套になろ

うとしていると考えられる［41］．

　また，可視化の進展は，最も脆弱な人たち

（the most vulnerable）［42］の存在を，われわれ

が明示的に捕捉する道筋を与えようとしている

かにみえる．

　妊婦がさらされるリスク［43］，乳幼児がさらさ

れるリスク［44］，障害児・者の苦難［45］［46］，難病患

者の窮地［47］，外国人などマイノリティたちの孤

立［48］など，だれがどこでどのような支援を求め

ているか，多様な情報がわれわれに示唆を与え

てくれる．

　また情報が共有されることによって，具体的

な問題が解決されていくプロセスを，われわれ

はリアルタイムで多く目撃することになったと

いえよう．たとえば，一例をあげておくと，手

話通訳者の口元がマスクに覆われると，手話の

内容が読み取りにくくなってしまうという事
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例［49］があげられる．アメリカの大学生が透明な

マスクを制作しはじめ［50］，日本でもいち早く兵

庫県内の団体が制作を手掛けた［51］．同じように

して，インドネシアなど世界各国で同様のムー

ブメント［52］が生じた．こうして，聴覚障害者が

平素からどのような苦難を背負っていたのか，

あらためて社会は共有することになったものと

考えられる．

　ところで，インフォデミックには，功と罪の

両側面があると述べきた．これに照らして確認

すれば，可視化されたこともあれば，その一方

で，やはり不可視化されたこともある．情報の

量が爆発的に増加して，他の情報が埋没する事

態も起きている．新型コロナウイルス感染症が

WHO によってパンデミックの状態にあること

が認定された 3 月 11 日は，日本では東日本大震

災 9 年の日であった．この春には，「復興五輪」

で賑わうはずだった東北の今を伝える情報は減

ってきている（近藤，2020b）［53］．特に，発災当

初から報道の量が少なかったエリアは，マスメ

ディアにはほとんど見向きもされない状況が続

いている．4 月 14 日・16 日に震災 4 年を迎えた

熊 本 地 震 の 被 災 地 も 同 様 で あ る（ 近 藤，

2020c）［54］．

　さらに，可視化された領域においてこそ不可

視化が進んでいく事態にも注視しておかなけれ

ばならないだろう．たとえば，先にあげた「感

染者数」をグラフィカルに，そしてリジッドに

伝えようとするがあまり，「感染が判明した人の

数」に過ぎないことが世間では見えにくくなっ

てきているきらいもある［55］．また，死者の数が

カウントアップされていくことに慣れてしまっ

て，特個の命が奪われていることに対する感性

が鈍磨し，死者のまわりに渦巻く悲苦が見えに

くくなっている可能性もある．ニューヨークタ

イムズやイタリアの新聞メディアが心を砕いて

いるような，死者のひとりひとりを想起させる

取り組みもあるが［56］［57］，全体としては，大量の

死に無頓着になりはじめている傾向がうかがえ

る．

　こうしてわれわれは，切実な情報を身近に感

じる経験をすることが無ければ，その出来事や

事実をまるで無かったことにして，早く事態を

終息させようとする「日常の慣性」に流されて

しまう危険に，常に接していると言えるだろう．

4．考察：情報のワクチノロジー

　以上，インフォデミックにおける，大きく三

つのアポリアを概観してきた．

　インフォメーションのエピデミック（epidemic

＝局所多発的流行）はパンデミック（pandemic

＝世界的流行）の域に達して，筆者の見るとこ

ろ，すでにエンデミック（endemic ＝流行の常

態化）として捉えるべきステータスにあると考

えられる．

　実践的・実存的な観点からいえば，インフォ

デミックの個人化したリスクは，遍在しながら

も偏在している．したがって，情報のアクセシ

ビリティを確保する手立てを講じることは，依

然として重要である．たとえば，国民生活セン

ター「新型コロナウイルス感染症を口実にした

消費者トラブル」のウェブサイト［58］にアクセス

して過去の事例にあたり我が身を守ることがで

きる人とそうでない人がいるが，この情報格差

の是正は早急に進めなければならないだろう．

同様に，「ファクトチェック・イニシアティ

ブ」［59］などの取り組みがあることを知っている

人とそうでない人のギャップにも目を向けて，

事態を改善していかなければならない．

　ところで，大澤（2011）が鋭く指摘している

とおり，情報をめぐるポストモダンな状況は，

“ふたりのジャック”が主張している両極を見据

えることからはじめなければなるまい［60］．ジャ

ック・デリダは，どのような意味においても情
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報は届かないと主張した．これは，情報の発信

者の真意を純粋に複写して伝達することなどで

きないという原理的な困難性を指し示している．

一方のジャック・ラカンは，どのような意味に

おいても情報は届いてしまうと主張した．これ

は，情報の宛先がどうであれ経路がどうであれ，

めぐりめぐって社会に対して情報は何らかの作

用を及ぼしてしまうという原理的な帰結を指し

示している．両者の主張は，いずれもが正しい．

　含意と示唆を平易に解釈すれば，以下のよう

になるだろう．われわれは単純素朴に，情報を

伝えれば相手はわかってくれる，それで物事が

解決に向けて進みだすと短絡する愚を回避しな

ければならない．それと同時に，情報は伝えて

もどうせ相手には伝わらない，なにをやっても

無駄だと放擲・諦観する短絡の愚も回避してい

かなければならない．

　われわれがここで想起すべきは，リソースと

しての「時間」であると考える．結論を急ぐこ

とによって自分自身を追い詰めていくことから，

まずもって自分自身を，さらには社会を掬いだ

さなければならない．

　ある対談の中で，評論家の萩上チキは「むし

ろインフォデミックに巻き込まれながらも，政

治性や科学性をメタに認知し合いながらコミュ

ニケーションする」［61］ことを提案し，そもそも

「（常に重要性が強調される）メディアリテラシ

ーはあまり役に立たない」と主張している．高

度情報社会の病態を直視する際に，ときおり，

「敢えて情報にふれずおくこと，情報を遮断する

こと」などを推奨するナイーブな提案も散見さ

れる．もちろん，不安な感情が過酷なまでに亢

進した状況においては，こうした処方が奏功す

る場合もあるだろう．しかし根本として，これ

だけの情報があふれる社会がグローバルに展開

されていることを前提とするならば，“情報の無

菌室”で生き続けることのほうがより困難であ

るのは自明の理であろう．厳重にマスクを重ね

過ぎた結果，呼吸ができなくなるような愚は，

避けなければなるまい．「情報をシャットダウン

せよ」という掛け声は，ときにこのようにアン

バランスに作用する．

　となれば，ある程度の夾雑物があることを前

提に，能動的に情報を受容して，“情報のワクチ

ン”を打ち，社会の構成員が互いに情報のリス

ク耐性を高める方略を採ることも視野に入れて

おく必要があるだろう．これこそが，ポストモ

ダニズムの情況をふまえた「情報のワクチノロ

ジー」である．

　萩上の主張の後段，「メディアリテラシーは役

に立たない」という主張は，ここで重要な意味

を帯びる．それは，スキルアップすればいずれ

情報を読み解く力が持てると過信させる古典的

な楽観主義を捨て去り，情報環境のなかに蔓延

るインフォウイルスと共生すること―それは，

まさにウィズ・コロナのスタンスと類比的であ

る―を覚悟するタフな身構えの謂いである．こ

のことは，決して空論などではなく，リソース

としての「時間」を味方につけた社会実践とし

て，たとえば，宇野常寛らの「遅いインターネ

ット」［62］の運動などに，すでに萌芽を見ること

ができる．

　このような情報社会のトレンドやムーブメン

トに足を踏み入れるかどうかは，実はリスク社

会を前提に措いた段階において，もはや選択の

余地がないこと―自分は何もしないという不

作為も，ひとつの選択（何もしないことを選び

取った行為）に含まれてしまうこと―は，あ

らためて言明するまでもないだろう．

　インフォデミックに適応する道行きは，まだ

不透明でかなり険しいが，だからこそ論じるに

値するものと考えられる．
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